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一
膨
張
を
確
認
。
内
部
の
有
機
物
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放

開
封
０
無
註
嚇
計
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日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
大
洗
研
一
い
、
内
部
被
曝
を
大
幅
に
遇
大
評
価
し
一
あ
る
た
め
別
の
箱
に
入
れ
直
し
た
。

一
た
と
さ
れ
る
。
五
人
は
十
二
計
退
院
レ
一
こ
の
と
き
の
教
謝
が
、
今
回
の
作
業
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開
発
セ
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一
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さ
て
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か
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た
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員
五
人
が
被
曝
し
た
事
故
に
つ
い
て
、　

一
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・
ア
メ
リ
シ
ウ
ム

２４．
が
検
出
さ
れ
、　
一　

原
子
力
機
構
の
施
設
は
老
朽
化
が

一原
子
力
機
構
は
六
日
、
五
十
代
男
性
の

一
治
療
の
た
め
十
人
日
再
入
院
し
た
。
検

一
す
す
ん
で
お
り
、
所
有
す
る
八
十
九

一
出
量
は
未
発
表
だ
が
、
微
量
と
説
明
じ　
一
施
設
中
四
十
四
施
設
を‐
廃
止
す
る
計
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千
ベ
ク
レ
ル
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一　
被
曝
事
故
は
燃
料
研
究
棟
で
、
施
設

一
画
。
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
昨
年

の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

２３９
が
ヽ
こ
の
男
性
を

一
の
廃
上
が
決
ま
り
、
二
十
六
年
間
開
封

一
末
の
保
安
検
査
で
放
射
性
物
質
を
保

含
む
四
人
か
ら

「八

・
五
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三
百
三
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一
さ
れ
て
い
な
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保
管
容
器
内
部
の
確
認

一
管
庫
で
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な
く
作
業
場
な
ど
不
適
切
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の
ア
メ
リ
シ
ゥ
ム

２４‐
が
検
出
さ
れ
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・
な
場
所
に
置
い
て
い
る
と
し
て
、
原

た
と
発
表
。

「史
上
最
悪
の
被
曝
」
事

一
作
業
中
に
お
き
た
。
五
十
代
男
性
が
保

・

一
管
容
器
か
け
ウ
ラ
ン
ど
プ
ル
ト
一
ウ
ム

一
子
力
機
構
の
四
拠
点
十
二
施
設
に
つ

故
と
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
原
子
力
機

一
等
が
入
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
取
り
出
し

一
い
て
改
善
を
求
め
て
い
た
。
今
回
事

構
は
九
日
、
放
射
線
医
学
研
究
所
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一
た
と
こ
ろ
袋
が
破
裂
「
粉
末
状
の
放
射

一
故
は
こ
の
整
理
中
の
事
故
で
あ
っ
た
。
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市
）
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五
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て
放
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の
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性
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一
性
物
質
が
飛
散
し
た
。
確
認
作
業
は
密

一　
原
子
力
機
構
は
、
高
速
増
殖
炉

を
再
測
定
し
た
結
果
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
一
封
さ
れ
て
い
な
い
作
業
言
上
で
行
わ
れ
、
一
「も
ん
じ
ゆ
」
事
故
ど
関
連
し
て
、

は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
発
表
し
た
。　
一
五
人
が
着
用
し
て
い
た
の
は
顔
の
半
分

一
機
器
類
の
不
備
や
多
数
の
点
検
漏
れ

原
子
力
機
構
が
身
体
表
面
に
付
着
放
射

一
を
覆
う
半
面
マ
ス
ク
だ
っ
た
。
密
封
さ

一
が
相
次
ぎ
、
二
年
前
、
規
制
委
か
ら

れ
た
作
業
台
を
争
■

ま
た
全
面
マ
ス
一
運
営
主
体
見
直
し
が
勧
告
さ
れ
、

能
の
除
染
が
不
十
分
な
ま
ま
測
定
を
行
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可
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廃
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決
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し
て
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新
た
に
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門
家
会
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新
設
へ
一
曾
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）
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全
国
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集
会
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浜
市
）
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兵
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篠
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裏
賢
第
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会
期
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面
）

●
九
月
に
原
子
力
規

制
委
．員
に
就
任
す
る

山
中
伸
介
大
阪
大
学

副
学
長

（
６‐
）
は
六

一月
十
三
日
、
原
発
の

「通
常
４０
年
運
転
」
に

つ
い
て

「世
界
的
に
見
て
少
し
短

い
と

個
人
的
に
思

っ
て
い
る
」
と
述

べ
、
本
来
、
規
制
側
と
し
て
は

あ
り
え
な
い
発
言
を
行

っ
た
鬱

こ
の

「通
常

４０
年
運
転
」

「特

例
６０
年
運
転
」
は
、
福
島
第

一

原
発
事
故
後
、
そ
も
そ
も
原
子

力
規
制
委
員
会
設
置
法
成
立
に

と
も
な
い
、
事
故
の
ど
さ
く
さ

に
紛
れ
て
、
原
発
再
稼
働
に
道

を
開
く
た
め
に
、
原
子
炉
等
規

制
法
に
初
め
て
法
定
化
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
、
規
制
委
は
原
発
の

推
進
と
規
制
の
相
反
任
務
を
も

つ
こ
と
に
な

っ
た
●
こ
れ
が
原

発
再
稼
働
問
題
で
規
制
委
が
実

体
は
推
進
委
と
い
わ
れ
る
ゆ
え

ん

で
あ

る
。

山
申
氏
は

こ
の

「
４０
年
ル
ー
ル
」
に
異
議
を
唱

え
る
。
現
在

の
規
制
委
の
枠
を

も
超
え
る
も
の
。
規
制
委
の
国

際
基
準
は
、
規
制
は

「推
進
に

責
任
を
負

っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
‐す
る
。
規
制
の
資
格
が
な
い
。


